
平成 27 年度生徒指導集中対策指定校及び生徒指導実践指定校「特別活動の取組事例」 

学校名 三原市立田野浦小学校 校長氏名 杉原 禎也 生徒指導主事氏名 梶本 明伸 
 

取 組 事 例 名 『レベル５のあいさつ』 

取 組 の ね ら い『キーワード あいさつ三原一』 

 具体的なあいさつのしかたについて示し，評価することで，自分からきちんとしたあいさつができる

児童を育成する。 

取組の具体的内容『キーワード みんなで取り組む』 

①あいさつのモデルを「レベル５のあいさつ」として具体的に児童に示し，教室や校内にも掲示する。 

②1 学期末の児童の姿をイメージし，PDCA サイクルにもとづいて目標を立て，計画，評価，取組の見

直しを行う。 

③毎月，全校児童の中から教員の投票で「あいさつ名人」を選出し，表彰する。 

・「あいさつ名人」になった児童は，認定リボンを名札に付け，校内にも名前と顔写真を掲示する。 

④「あいさつ名人」になった児童の有志が朝，正門であいさつ運動を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組の課題・創意工夫『キーワード みんなで取り組む』 

○「レベル５のあいさつ」であいさつの具体的なモデルを示すことで，児童はわかりやすく，教員は指

導しやすい。 

○「あいさつ名人」の取組を毎月行うことで定期的に児童に意欲づけと意識づけができる。 

○教員全員が毎月「あいさつ名人」の投票することで，教職員の意識づけにもなる。 

●学年，学級によって取組に温度差がある。 

●高学年になるほど意欲的にあいさつをしようとする児童が少なくなっている。 

別紙様式２ 指定校番号 27053 



取組の成果（効果）『キーワード 評価とモデル化』 

○「あいさつ名人」を目指してあいさつを頑張っている児童が増えている（特に低学年）。 

○あいさつについて，アンケートで肯定的な評価をしている児童が 84％である。 

○保護者や地域の民生委員さん，来校者にあいさつがよくなったと言われることが増えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつ名人の掲示          あいさつ名人の表彰状      あいさつ名人認定リボン 

今 後 の 展 開『キーワード 意欲を持たせる』 

・取組が次第にマンネリ化してくるので，「あいさつ名人」が正門であいさつ運動をする以外にも，「あ

いさつ名人」がよいモデルになり活躍するような場を考えていきたい。 

・保護者や地域の方など外部の方からの肯定的な意見を積極的に児童に返していきたい。 

他校へのアドバイス『キーワード 一点突破の取組』 

・足りない部分や改善していきたい部分は多々あるが，ポイントをしぼって一点突破の取組を進めてい

く。 

・児童も教員もみんなで目標に向けて取り組んでいけるようにする。 

 


